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ベンチャ一企業における「日本型 の谷 」の考察 

0 出川 通 ( テクノ。 インテバレーション / 早大知財戦略 研 ) , 
田辺孝二 ( 東工大イノベーションマネジメント 研 ) 

するときの難しさを「死の 谷」と表現すること 

もともとほべンチャ 一企業が製品 発 をすすめながら 事業 ィ 

不足して企業として 成り立たなくなることを 言 う 。 もちろんべンチャ 一企業が 

うまくいくためには。 まずほ企業経営や 技 マネジメントなどの 基本知 

須 であ るが、 本 金 という面に絞った 視点で 

特に日本においてべンチャ 一企業が に 面したときに。 発生する 

準決策などについて、 米 べてその特徴的な 点について検討する。 

ベンチャー 企 についてはこれまで、 究 シーズから起業および 

事業化のプロセスについては、 さまざまの提案がなされているが。 米国の「 

丁 ) がよく知られている。 また。 そこには新規事業や 企 

して、 死の谷を乗り 越えても。 ビジネ 、 スは ほ「ダーウィンの 海」 

があ ることも迫 力 ている。 一方で $ 

い う 意味で「 第 

ベンチャ一企業の 事業化プロセス 

を 示しているものではない。 

っの ステージにわけて。 

発や事業化は、 各種の作 

むことになる。 

製品 ( サンプル、 試 

にいくが。 その後の本 

りにくいところを   

の谷 」として示している。 ベンチャ一企業においては。 この結果 

ヒ することになる。 
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本曲 

ベンチャ一企業に 対する資金の リスクマ孝一、 ベンチャー キ 

ャ ピタル。 助成金などの 存在条件 ) を米国と日本について 定性的に比 

たのが、 であ る。 米国においては。 プロセスイノベーションからプロダ タ 

ト イノベーションへのシフトが 日本より 2 午 以上先行しており、 ベンチャー 

企業の歴史も 長いので、 さまざまな外部環境の 

付 しているのは 当然であ る。 に エンジェルの 存在やコーポレートベンチヤ 一 

キャピタルの 存在、 各 政策における 違いがあ る。 

綾 米国にあ り 遥 2 絶対 瞳繋翼は 日本 の 何 %J 釆 2 % 鰯金 @- 眩 
金 があ る 
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究 。 発 ステージから 事業化ステージにほいるときに 必 な 資金量 と 、 調達 

可能な資金についての プ ロ一についてのイメージを 図 3 a に示した 

からみた死の 谷とほ。 初 の 必要量に比 した集めやすさ ( 

いのと、 資金の 対 量が少なくてよい ) を過ぎて、 まだビジネスの 

で 必要資金が急 金 があ っまらないというギャップに 

じることが示されている。 米国における 状況を示したのが 図 - 
となる。 
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の谷の存在は 同じ 寺期 に存在するが、 米国の場合には、 すでに 述 

べたべンチャーへの 環境条件によ り， 全集まり方は 平均化しており 死の谷の 

の 深さも低いと 予想 は れる。 

死の谷の一般的な 発生原 としては。 ベンチャ一の 運営に必要な 

売り上げが予想覚に びないということにっきる。 資金の調達が 

来ない、 という 3 つのポイントが 挙げられる。 

このポイントはべンチャ 一企業 の マネジメントの 題 もあ るが ( たとえば、 

ビジネスプランの 甘さとか。 発 ステージでのマーケティンバ 不足や 

能力の不足など ) 社会 U 上記したリスクマ 孝一の 

美化判断システムの 不在、 実績のない開発品の 買い上げシステムなどの 政策 

容の不足など ) も挙げられることほ 前述したとおりであ る。 

こ 縮らないべンチヤ 一企業とまとめ 

の事業化への 時系列的なべ ー スをもとにして。 いわゆ 

対応策について 資金面を対象にして 検討し、 日本的な 

確にした。 この 谷は 。 ベンチャ一企業の 歴史が長い米 

軸止め ギャップが大きい。 

の 谷を乗り越えるためにほ、 一般的に以下のような 対 

①資金を多量に 集める     

金 を減らす 、 特に 

大 になるので。 この部分は大学や 部 企業とアライ 

アンスをする。 

③売り上げを 早く増大させる : 実際に 崩 するレベルの 売り上げを早くする、 

このためには 事業化ステージでのあ らかじめ顧客を 

もちろん死の 谷の克 には べンチャ一企業自体の 基 的な経営努力が 前提に 

なるが。 それだけでほ 決 が難しいインフラの 蓄 不足という面もあ る。 。 

らを べンチヤ一企業のうちと 外の 

権 化し、 乗り越え 
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